
新しい地域福祉の実践とその支援策
～共生ケアを考える～

　高齢者、障がい児者、子ども等、年齢や障がいの有無を問わず、地域の住民が一緒に利用し必要な福祉サービスを受けられる、「共生ケア」
が全国的に広がりつつあります。また、人材確保が難しい中山間地等条件不利地域での、福祉サービス統合と地域創生のための「多世代交流・
多機能型施設」、「小さな拠点」整備の動きとも、関連していくことが考えられます。
　この研修では、共生ケアの先進事例の紹介を通じて、地域に根付き発展した共生ケアの取り組み内容について学び、その政策的な推進方法
や拠点の中だけにとどまらない地域との共生についても考えます。
　また、それぞれの地域実情に合わせ、これからの地域福祉をいかに展開していけるか、生活困窮者支援や権利擁護支援などの福祉課題につ
いても勘案しながら、行政の役割について学習します。

研修の
ポイント

◆講義及び事例紹介により共生ケアから発信される新しい地域福祉について学習し、行政が福祉課題をどう捉
　え、どのように関わっていくべきかを考えます。
◆県レベルに広がった「このゆびと～まれ」の先駆的な実践、高知県中土佐町の取り組みや、熊本県西原村の
　NPO法人の活動の紹介により、それぞれの地域の課題抽出法や実情に合わせた地域福祉の推進方法につい
　て学びます。
◆演習により、新しい地域福祉を推進するための方法や、仕組みづくりを考えます。 
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宿 泊

経 費

申込期限

申込方法

受講決定

事前課題

そ の 他

平成27年7月22日（水）～7月24日（金）（3日間） 
全国市町村国際文化研修所 JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分
市町村等の福祉担当の職員
3日間全日程をご受講いただける方を対象とします。途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。
※行政と協働実績のあるNPO職員の方も参加可能ですが、本研修は市区町村職員を対象とした研修のため、実務的な内容と
なっておりますのでご留意ください（各自治体の現状や施策を基に、グループで討議をしていただく時間もあります。）。また、
申込人数によっては受講をお断りすることがありますので、予めご了承ください。

40人
募集人数を大幅に超えた場合は、申込期限後に抽選等をさせていただきますので、予めご了承ください。なお、受講
者の決定については、他の研修、セミナーの申込み・受講の有無にかかわらず、本研修単独で行います。

研修所宿泊棟（宿泊型研修） ※外泊はできません。 

14,000円
上記金額は、研修、宿泊、食事（朝食2回、昼食3回、夕食2回）、課題図書、資料等にかかる費用です。 
なお、事前準備・事前学習にかかる費用は含まれておりません。

平成27年6月10日（水）まで

JIAMホームページ内「Web申込み」からお申し込みください。
「Web申込み」が難しい場合は、FAXでも受け付けています。

受講の可否については、開講日の約1か月前までに通知をお送りします。
経費納入方法等の手続きについては、受講決定通知書によりお知らせします。

受講決定通知とともに課題図書（購入費用は研修経費に含む。）をお送りしますので、一読のうえ当日お持ちください。

受講決定後のキャンセルにつきましては、受講決定通知とともにお送りする課題図書の経費（実費）を申し受けます。
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問い合わせ先



［研修の内容及び日程］

11:00～

12:30～

17:30～

13:00～15:15

15:30～17:00

入寮受付・昼食
開講・オリエンテーション
【講義】新しい地域福祉の実践

～共生ケアを考える～
日本福祉大学　副学長　平野　隆之 氏

　本研修の導入として、地域福祉の理論的枠組みや制度について学ぶととも
に、研修で行う事例紹介の理解を深めるため、基礎的な項目について講義を
いただきます。

【事例紹介】富山型とは
～このゆびとーまれの実践から～
このゆびとーまれ代表　惣万　佳代子 氏

コーディネーター　日本福祉大学　副学長　平野　隆之 氏
　当時、存在しなかった小規模多機能型の富山型福祉サービスの先駆者とし
て、主導的な立場を担い、全国的な広がりに先鞭をつけられた惣万佳代子氏
から、「富山型共生福祉」の現場と、発展の経緯についてお話しいただきます。
また、平野先生のコーディネートにより意見交換を行います。

交流会
　夕食を兼ねて、ともに学ぶ受講者同士の親睦（情報交換・交流）を深めます。

9:00～12:00【事例紹介】富山県の取り組み
～地域共生型の広がり～

富山県社会福祉総合センター　専務理事　小林　明夫 氏
　高齢者、障がい児者等を一緒にケアする富山型デイサービスは、特区制度
を活用し、国に規制緩和等を働きかけ、全国に普及・展開されてきました。地域
に必要な福祉を実現するために、利用者が必要とするサービスを事業所が提
供できるために、行政が実施する施策についてお話しいただきます。

【事例紹介】中土佐町の取り組み
～行政としての地域福祉の推進～
高知県中土佐町健康福祉課　課長　今橋　順子 氏

　中土佐町では、地域福祉計画・地域福祉活動計画と「あったかふれあいセン
ター事業」（高知県）に加えて、「地域における生活困窮者支援等のための共
助の基盤づくり事業」（厚生労働省)を活用して地域福祉が推進されています。
支援を必要とする人のニーズの把握と、漏れのない支援体制の構築に向けた
取り組みをご紹介いただきます。

【事例紹介】共生ケアの実践
NPO法人にしはらたんぽぽハウス 施設長　上村　加代子 氏
　NPO法人にしはらたんぽぽハウスでは、旧中学校生徒寄宿舎を改修して、
三障害共生型の自立支援センターとして活動しながら、誰もが気軽に立ち寄
れる地域交流の場を提供されています。地域共生の実践についてお話しいた
だきます。

7/22
（水曜日）

7/23
（木曜日）



7/23
（木曜日）

7/24
（金曜日）

13:00～14:30

14:45～17:00

【意見交換会】ワールドカフェ
 各自治体の取り組み内容や課題について、ワールドカフェ方式で情報・意見
交換をしていただきます。
※ワールドカフェとは、メンバーの組み合わせを変えながら小グループで話し   
　合いを続け、あたかも全員で話し合っているような効果が得られる会話手
　法です。

【課題演習】グループ討議
日本福祉大学 地域ケア研究推進センター　奥田　佑子 氏

日本福祉大学 福祉社会開発研究所/地域ケア研究推進センター　小木曽　早苗 氏
　共生型福祉の課題に対して、グループ別の作業を行い解決方法等を討議し
まとめます。その作業を通じて、これまでの講義・事例紹介から得た学びを活か
し、それぞれの自治体における地域福祉の推進方法について考えを深めます。

14:10～14:40

13:00～14:10

9:25～12:00【課題演習】発表・講評
日本福祉大学　副学長　平野　隆之 氏

 前日のグループ討議の結果や、グループ内の自治体に共通する課題・疑問点
について発表していただき、講師から解説していただきます。

【総括講義】新しい地域福祉の実践に向けて
日本福祉大学　副学長　平野　隆之 氏

　これまでに学んだ地域福祉の基本的事項について総括していただくととも
に、行政としての地域福祉に対する支援策や、新しい地域福祉の実践方法に
ついてもお話しいただきます。

ふりかえり、研修アンケート記入、閉講

◎研修内容については、都合により変更になることがありますので、予めご了承ください。
　なお、研修についての最新情報は、JIAMホームページをご覧ください。
◎受講者による授業中の録音・写真撮影は、固くお断りしております。
◎当研修所では、宿泊室を全室禁煙としております。喫煙は所定の喫煙場所でお願いいたします。 

夏季における
軽装について

当研修所では、地球温暖化防止及び省エネルギーに資するため、夏季の期間（5月1日から10月31日ま
で）は、「ノー上着・ノーネクタイ」などの軽装での受講を推奨しており、職員も軽装で執務しております。
公務研修の場における服装として品位が保てる軽装で受講してください。

JIAM
メールマガジンの
お知らせ

当研修所では、メールマガジンを発行しています。各研修に関する最新情報などを定期的にお知ら
せします。ぜひご登録ください。読者登録は、JIAMホームページで受け付けています。
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NPO等の方
団体の活動内容、行政との協働実績等をご記入ください。

全国市町村国際文化研修所（JIAM）教務部 　FAX 077-578-5906

平成27年度 受講申込書

平成27年7月22日（水）～7月24日（金） （3日間）

〒 申込手続の
担当課名

担当者名

電話番号

FAX番号

e-mailアドレス

研 修 名
及び時期

市区町村
コード番号

団 体 名
都　道

府　県

所 在 地

受 講 者

※全国市町村要覧に記載のコードを６桁で記入してください。
（例：１２３４５－６の場合、１２３４５６と記入）

市　区　町　村

組 合

　この申込書でご提供いただきました個人情報は、今回の研修実施のために使用します。なお、個人情報を集計して個人を特定できない統計資料を作成する
ために利用する場合があります。

新しい地域福祉の実践とその支援策～共生ケアを考える～

FAXでのお申込は矢印の方向に

（　　　　　）受講決定
通知送付先

受 講 者

1部長級　2課長級　3課長補佐級　4係長級　5主査級　6主任・主事・技師等級

※自治体職員の方のみ記入してください。
※不明の場合は、「6 主任・主事・技師等級」を選択してください。

所　　　属

役　職　名

職　　　階
（〇印を記入）

ふ り が な

氏 　 　 名

年 齢
（研修開始日現在） 性 別歳

本研修関連職務の通算経験年月数（研修開始日現在）

男　　・　　女

年　　　　　　ヶ月

上記のとおり、研修の受講を申し込みます。

団体の長の職　氏名

全国市町村国際文化研修所学長　あて

平成　　　年　　　　月　　　　日

公印省略可




